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研 究 課 題 フィリピン海プレートの運動に関連した火成活動の岩石学的・岩石磁気学的研究 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

本研究は、数百万年前～現生の時代において、フィリピン海プレートの活動に起因した火成

活動により生じた岩石について、岩石学的・岩石磁気学的検討を行うことにより、フィリピ

ン海プレート周辺の火成活動の変遷を明らかにしようとするものである。具体的には、その

東端にあたる関東から中部地方（浅間火山・富士火山・水が森単成火山群、伊豆諸島など）、

西端にあたる九州（阿蘇火山・大崩山火山深成複合岩体など）および先島諸島（沖縄トラフ

海底火山群）に分布する火成岩体から採取された岩石試料（既存試料を含む）について、全

岩化学組成分析、鉱物組成分析、岩石磁気分析を行う。さらに本研究では、岩石磁気学的検

討に必要な定方位試料の採取について、従来の方法に比べ簡便かつ精度の高い新手法の開発

により大幅に議論の対象を拡大した研究を行うことを目指す。これらにより、フィリピン海

プレートおよびそれに関連した火山群の活動年代、マグマ発生システムの変遷などが明らか

となることが期待される。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

フィリピン海プレートが関連した火成活動のうち最も古い時代に活動したと考えられる五

島列島福江島に産出する火成岩類の試料採取を行い、ジルコンを用いた U-Pb 年代測定を行っ

た。その結果、花崗岩およびそれに含有される包有岩は、従来知られている約 15Ma と矛盾

のない年代が得られた。流紋岩はもっとも若い年代は花崗岩と類似の年代を示す粒子が認め

られたが、測定できた粒子数が少ないため、現状では統計的に意味のある年代値ではない。 
 岩石磁気分析のための試料採取方法としては、クロスラインレーザーを用いた方法により、

これまで定方位試料の採取が困難であった小型の試料までも採取することができた。これに

より、これまで常識的には低温で地表に降り積もったと考えられていた降下火砕物の一部は

かなりの高温を維持して流下・定置した可能性が高いことが明らかとなった。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

五島列島福江島で得られた成果は、五島列島の他の島で得られたデータと概ね一致してお

り、五島列島では、短期間の間に広域な火成活動が有ったことが示唆される。更に多くの地

点から試料を採取することで、時間あたりにこの地域で起こった火成活動の規模、つまり当

時のマグマの生産率などが明らかになる可能性があるため、継続的な研究が望まれる。 
クロスラインレーザーにより定方位試料を採取する方法は、地質学的試料の採取において革

命的な方法であり、これまで世界的に報告例がないものである。今後様々な地質学的試料の

採取に応用されることが期待される。 
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